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前提として押さえるポイント

1. 何のために評価をするのか

2．自己評価が基本

3．評価の多様性を尊重
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本日お伝えしたいこと

事前評価では

「様式」を埋めることに注力するのではなく

客観的な事実や、多様な関係者との協議に基づいて

事業の必要性や妥当性を自己評価し

事業実施価値を高めましょう。

その結果として、
事業計画書・評価計画書を作成します。
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評価とは

※様式を埋めることが事前評価ではありません。
様式への落とし込みについてはJANPIA POもお手伝い可能です。
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2020年度採択事業からの変更点

1. 評価を行う際のツール

2. 事前評価の実施手順

3. 報告内容の変更

4. 事業計画書の変更

5. 評価計画書の変更
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⚫評価表ベースから➾事業設計図をベースにし
た評価へ

1. 評価を行う際のツール

事業設計図を作り、受益者・事業のロジックの検証しましょう！
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① 事業設計図の作成

② 事業設計図の検証

③ 事業計画書への落とし込み

④ 中間・事後評価計画書の作成

2. 事前評価の実施手順

課題の分析
事業設計の分析
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⚫事業計画書

⚫評価計画書

「事前評価報告書」の様式は廃止しました。

事前評価で自己評価した事業の妥当性・必要性
は事業計画書に記載してください。

3. 報告内容：事前評価で提出する様式は二つ

事前評価の成果品は、精緻化された事業計画書です。
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⚫事業計画書（契約書別紙１）
一頁目のみ （事業名～Ⅰ.団体の社会的役割まで）

➾変更には別紙変更申請が必要です。

⚫事業計画書詳細版
契約書別紙１＋II. 事業の背景課題

III. 事業設計
IV. インプット
V. 出口戦略・持続可能性

➾変更は担当職員間で合意し、バージョン変更をしてく
ださい。事務手続きは不要です。

4. 事業計画書の変更：二部構成へ変更
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事業計画書 契約書別紙１
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事業計画書詳細版

事業で取り扱う社会課題の問題構造等を、事実
に基づいて記載

事業を実施する必要性・妥当性の評価結果を
事実に基づいてどのように判断したのか記載
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最後に

• 詳細は、団体ページ

「事業計画書・評価計画書の書き方」を参照して
ください。

・事業設計図に基づいた事前評価の実施方法につ
いては実行団体向け評価ハンドブックを4月頭まで
に公開予定。

・実行団体への事前評価説明に使用できる動画も
公開予定です。



12Copyright 2021 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

本日お伝えしたいこと

事前評価では

「様式」を埋めることに注力するのではなく

客観的な事実や、多様な関係者との協議に基づいて

事業の必要性や妥当性を自己評価し

事業実施価値を高めましょう。


